
一
八
六
二
年
に
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
来
訪
し
た
日
本
使
節
団
に
つ
い
て

R
G
IA (

�)

が
有
す
る
情
報
は
、
十
二
の
文
書
案
件
を
数
え
、
ロ
シ
ア
と
日
本
の
関
係
を

研
究
す
る
た
め
の
、
き
わ
め
て
興
味
深
く
、
ま
た
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
案
件
の
多

く
は
、
使
節
団
の
応
接
、
使
節
団
が
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
入
る
と
き
の
儀

式
の
編
成
、
冬
宮
に
お
け
る
使
節
団
謁
見
の
た
め
の
準
備
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

多
く
の
案
件
は
、
全
権
使
節
団
の
受
け
入
れ
、
そ
の
周
遊
、
使
節
や
日
本
の
天
皇
の

た
め
の
贈
物
の
購
入
、
出
費
細
目
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
的
な
処
置
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
の
使
節
団
が
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
八
六
二
年
一

月
に
、
駐
ロ
ン
ド
ン
ロ
シ
ア
公
使
よ
り
外
務
次
官
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
明
ら
か
に
な

る
。
そ
こ
に
は
、
当
該
使
節
の
ロ
ン
ド
ン
到
着
に
関
連
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

始
ま
っ
た
準
備
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
そ
の
後
使
節
団
が
ベ
ル
リ

ン
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、
パ
リ
に
向
か
う
予
定
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
時

(

一
月
末
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で)

は
、
一
八
六
二
年
使
節
団
は
ま
だ

エ
ジ
プ
ト
に
留
ま
っ
て
い
た
。
英
国
軍
蒸
気
船

(

�)

に
乗
っ
て
ス
エ
ズ
に
着
い
た
日
本
人

は
、
ス
エ
ズ
総
督
に
迎
え
ら
れ
、
カ
イ
ロ
ま
で
特
命
の
エ
ジ
プ
ト
官
吏
に
随
伴
さ
れ

た
。
こ
こ
に
使
節
団
は
四
日
逗
留
し
、
英
国
お
よ
び
仏
国
領
事
の
訪
問
を
受
け
て
い

る
。使

節
団
の
構
成
員
は
、
も
っ
と
早
く
か
ら
分
か
っ
て
い
た
。
併
せ
て
、
三
十
六
名

が
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
二
十
四
名
の
公
式
団
員

(

下
に
示
す)

と
十
四
名
の

召
使
で
あ
る
。
た
だ
し
、
文
書
の
多
く
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
オ
ス
テ
ン
・
サ
ー
ケ
ン
男

爵
か
ら
送
ら
れ
た
全
権
使
節
団
の
不
完
全
な
リ
ス
ト
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
示
し
、
そ
こ

に
は
二
十
二
名
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
日
本
人
の
姓
名
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ト
の
中
で
し
ば
し
ば
混
同
が
あ
り
、
不
正
確
か
つ
異
同
が
多
い
。

た
だ
一
つ
フ
ラ
ン
ス
語
で
印
刷
さ
れ
た
、
も
っ
と
も
正
確
と
見
な
し
う
る
リ
ス
ト
が

あ
る
。
正
確
と
言
え
る
理
由
は
、
第
一
に
、
こ
れ
は
す
で
に
使
節
団
が
去
っ
た
後
に

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
第
二
に
は
、
基
本
的
に
、
使
節
の
名
と
職
名
が
冬
宮
に
お

け
る
使
節
団
謁
見
時
の
記
録
に
現
れ
る
も
の
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く

し
て
、
こ
の
リ
ス
ト
に
拠
る
と
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
到
着
し
た
の
は
次

の
面
々
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

１
�
正
使：

竹
内
下
野
守

(T
akeno-O

uzy
Sim
ozke �no-K

am
i)

２
�
副
使
二
名：

京
極
能
登
守

(K
en-goku

N
otono �-K

am
i

(

�))

松
平
石
見
守

(M
atsu-daira

Y
w
am
ino-K

am
i

(

�))

３
�
監
督
官：

柴
田
貞
太
郎

(Si-bata
Sada-ta-ro

(

	))

４
�
書
記
官：

森
山
多
吉
郎

(M
o �ri-yam

a
T
ak

 �tsiro
(

�))

５
�
副
監
督
官：

福
田
作
太
郎

(F
akuda

Sa �ku-ta-ro �
(

�))

６
�
一
等
士
官：

岡
崎
藤
左
衛
門

(O
kasa �ki

T
o �-sayem

om (

))

、
水
品
楽
太
郎

(M

 �dsus
 �na

R
a �ku-ta-ro �

(

�))

、
日
高
圭
三
郎

(H
ida �ka

K
ei-Sabu-ro �

(

�))

、
淵

邊
徳
藏

(F
utsi-no-be

T
o �kuso
(

�))

７
�
二
等
士
官：

山
田
八
郎(Y

am
ada

H
atsiro �
(

�))

、高
松
彦
三
郎(T

akom
atsu

H
iko-Sa �buro �

(
�))

、齊
藤
大
之
進(Saito

D
aim
osin
(

�))

、森
鉢
太
郎

(M
ori
H
atsi-

T
aro �
(

�))

、
上
田
友
助(U

yeda
Y
uske �
(

�))

、益
頭
駿
次
郎(M

as
 �dsu
Sun-D

s
 �ro �
(

�))
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八
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二
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け
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節
団
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ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
来
訪
に
つ
い
て



８
�
医
師

(

そ
れ
ぞ
れ
一
等
官
と
二
等
官)：

高
島
祐
啓

(T
aka �sim

a
Y
u-kei
(

�))

、

川
崎
道
民

(K
aw
asa �ki

D
o �-m
in
(

�))

９
�
通
訳
官：

太
田
源
三
郎(O

hoda
G
en-S'aburo �

(

�))

、福
澤
諭
吉(F

u �kusa �w
a

Jukitsi)
、
立
廣
作(T

atsi-ko �
Saku)

、福
地
源
一
郎(F

ukudsi
G
en-itsi-ro �)

10
�
書
記：

箕
作
秋
坪

(M
itsiku �ri

Scu-hei
(

�))

松
木
弘
安

(

�)(M
atsu �ki

K
o-an
(

�))

使
節
団
の
来
訪
に
向
け
て
、
最
大
限
に
細
心
な
方
法
に
よ
り
た
だ
ち
に
準
備
が
始

め
ら
れ
た
。
直
接
こ
の
仕
事
に
従
事
し
た
の
は
、
宮
内
大
臣
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
ク
伯
爵

で
あ
り
、
す
ぐ
さ
ま
宮
廷
財
務
長
官
シ
ュ
ヴ
ァ
ロ
フ
伯
爵
と
連
絡
を
取
り
、
類
似
の

場
合
に
、
ロ
シ
ア
で
は
ど
の
よ
う
な
規
定
が
有
効
で
あ
る
の
か
を
検
討
し
た
。
最
初

に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
の
全
権
使
節
団
を
ど
こ
に
収
容
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
皇
帝
の
希
望
に
従
い
、
彼
ら
が
夏
に
訪
れ
れ
ば
、
エ
ラ
ー
ギ
ン
島
宮
殿

に
、
も
し
も
秋
に
来
る
な
ら
ば
、｢

予
備
宮
殿

(

�)｣

に
彼
ら
を
泊
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
宮
殿
が
唯
一
の
選
択
肢
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ロ

フ
伯
爵
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
に
な
ら
い
、
旅
館
を
借
り
上
げ
る
こ
と
を
も
提
議
し

た
。
そ
れ
は
、
日
本
人
た
ち
が

｢

自
分
の
国
の
生
活
様
式
と
習
慣
に
し
た
が
っ
て
、

皇
帝
陛
下
の
宮
殿
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
清
潔
さ
を
以
っ
て
過
ご
す

(

�)｣

こ
と
が
期
待

で
き
な
い
と
見
な
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
当
時
の
ロ
シ
ア
に
と
っ
て

使
節
を
旅
館
に
迎
え
る
こ
と
は
、
実
行
不
可
能
な
条
件
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
公
爵
が
集
め
た
情
報
の
内
で
、
多
少
と
も
条
件
を
満
た
し
て
い
る
の
は
、
た
だ

三
つ
の
旅
館
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ハ
イ
ロ
フ
ス
カ
ヤ
通
り
の
ク
レ
ヤK

le
ia

、

大
カ
ニ
ュ
ー
シ
ェ
ナ
ヤ
通
り
の
デ
ム
トD

e
m

u
t

(

�)

、
鉄
道
駅
の
向
か
い
に
あ
る
ズ
ナ

メ
ン
ス
カ
ヤ
通
り
の
旅
館
で
あ
っ
た
。
最
初
の
ク
レ
ヤ
の
所
有
者
は
、
十
分
な
空
き

部
屋
が
な
い
こ
と
を
申
し
述
べ
、
二
番
目
は
、
き
わ
め
て
高
額
の
賃
料
を
要
求
し
、

三
番
目
は
適
当
な
料
金
を
申
し
出
た
も
の
の
、
照
明
代
と
高
価
な
物
品
の
予
想
さ
れ

得
る
損
害
に
つ
い
て
の
法
外
な
料
金
と
を
要
求
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
ロ

シ
ア
の
旅
館
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
と
は
、
芳
し
く
な
い
意
味
で
異
な
っ
て
お
り
、

有
益
な
ら
ざ
る
印
象
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
結
果
と
し
て
は
、
使

節
団
の
宿
泊
地
と
し
て
、｢

予
備
宮
殿｣

が
選
ば
れ
た
が
、
そ
こ
か
ら
は
、
街
へ
行

く
に
も
、
ま
た
名
所
旧
跡
を
見
る
に
も
便
が
よ
り
良
い
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
。
こ

の
宿
泊
地
で
は
、
直
ち
に
修
繕
が
開
始
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
大
工
仕
事
と
壁
紙
の

張
替
え
を
行
い
、
他
の
場
所
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
入
用
の
も
の
を
運
び
込
ん
だ
。
た
と

え
ば
、
エ
ラ
ー
ギ
ン
島
宮
殿
か
ら
は
時
計
十
個
を
運
び
、
時
刻
を
合
わ
せ
、
部
屋
ご

と
に
掛
け
た
の
で
あ
っ
た
。｢

予
備
宮
殿｣

と
宮
殿
の
向
か
い
に
あ
る
桟
橋
に
停
泊

す
る
船
に
し
か
る
べ
く
掲
げ
る
た
め
に
、
大
小
の
日
本
国
旗
が
作
成
さ
れ
た
。

当
然
の
事
な
が
ら
、
各
部
屋
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の
習
慣
と
好
み
に
最
大
限
沿

う
よ
う
に
調
度
を
し
つ
ら
え
る
よ
う
努
力
が
な
さ
れ
た
。
当
時
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
習
慣
に
つ
い
て
ど
の
く
ら
い
の
知
識
が
あ
っ
た
の
か
を
、
日
本
に
お
け
る

外
国
使
節
の
応
接
に
か
ん
す
る
覚
書
か
ら
、
我
々
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、

ロ
シ
ア
外
務
省
の
日
本
人
官
吏
ヤ
マ
ト
フ

(

 )

が
作
成
し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
覚
書
に
よ
れ
ば
、
使
節
団
の
使
者
四
名
の
た
め
の
宿
舎
は
、
二
十
五
部
屋
で

構
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
五
部
屋
の
床
は
マ
ッ
ト
レ
ス

と
絨
毯
敷
き
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
部
屋
の
壁
に
は
、
武
器
の
た
め
に
釘

を
打
ち
込
む
か
、
掛
け
る
所
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
木
製
の
風
呂
を
し
つ
ら
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
茶
器
、
手
水
鉢
、
特
別
な
暖
炉
、
鋳
鉄
鍋
、
木
製
腰
掛
け
、

文
机
、
腰
掛
け
、
桶
、
特
別
の
大
き
な
一
平
方
ア
ル
シ
ン

(

!)

ほ
ど
の
深
さ
の
あ
る
枕
が

幾
つ
必
要
な
の
か
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
か
ら
我
々
が
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
品
々
は
み
な
日
本
人
に
供
与
さ
れ
、
し
か
も
か
な
り
の

数
に
上
っ
た

(
た
だ
し
、
腰
掛
け
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い)

。

当
初
定
め
ら
れ
た
こ
と
だ
が
、
使
節
団
の
団
員
は
、
食
料
お
よ
び
必
要
と
な
る
細
々

と
し
た
物
品
を
宮
廷
か
ら
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
余
計
な
出
費
を
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避
け
る
た
め
に
、
財
務
長
官
付
き
の
特
任
宮
廷
官
が
こ
れ
を
統
制
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
文
書
史
料
の
な
か
に
は
、
日
本
人
が
好
ん
だ
品
や
食
事
の
リ
ス
ト
が
あ
り
、

な
か
な
か
興
味
深
い
の
で
こ
こ
に
示
し
て
お
こ
う
。

『

幾
本
か
の
サ
ー
ベ
ル
を
一
緒
に
掛
け
る
た
め
の
ハ
ン
ガ
ー
＝
三
。
個
別
に
掛
け

る
た
め
の
ハ
ン
ガ
ー
＝
一
〇
。
槍
架
＝
二
。
手
拭
い
掛
け
＝
六
。
木
の
机：

胡
桃

の
木
＝
五
／
普
通
の
木
＝
四
五
。
円
筒
形
の
ク
ッ
シ
ョ
ン：

綿
打
ち
で
ビ
ロ
ー
ド

掛
け
の
も
の
＝
五
／
更
紗
掛
け
＝
四
五
。
麻
布
で
で
き
た
手
拭
い：

上
質
の
も
の
＝

五
〇
／
普
通
の
も
の
＝
五
〇

(
手
拭
い
は
そ
れ
ぞ
れ
五

〝

一
／

四
ア
ル
シ
ン〞

の

長
さ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
手
拭
い
を
一
〇
〇
揃
い
こ
し
ら
え
る

た
め
に
は
一
二
五
ア
ル
シ
ン
の
麻
布
が
要
る)

。
糠
の
た
め
の
袋
＝
三
六

(

体
を

洗
う
と
き
に
、
日
本
人
は
石
け
ん
の
代
わ
り
に
小
さ
な
袋
に
つ
め
た
小
麦
の
糠
を

用
い
る)

。
米
を
始
め
と
す
る
日
本
食
全
般
に
必
要
な
様
々
な
深
さ
の
陶
器
の
食

器：

上
質
の
も
の
＝
二
ダ
ー
ス
／
中
等
の
も
の
＝
三
ダ
ー
ス
／
並
＝
六
ダ
ー
ス
。

鍋：

米
を
炊
く
た
め
の
鋳
鉄
も
し
く
は
銅
製
の
一
ヴ
ェ
ド
ロ
ー

(

�)

の
容
量
を
持
つ
も

の
＝
一
／
木
製
の
ふ
た
＝
二
。
底
に
穴
の
空
い
た
特
別
な
ブ
リ
キ
缶
＝
二
。
こ
の

ブ
リ
キ
缶
は
米
を
蒸
か
す
た
め
の
も
の
で
、
一
方
が
も
う
一
方
に
入
る
と
い
う
二

組
か
ら
成
り
、
さ
ら
に
ブ
リ
キ
の
ふ
た
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
タ
バ
コ
の
灰
を
叩

い
て
出
す
た
め
の
灰
皿
＝
一
六
。
特
に
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
灰

皿
に
は
火
打
ち
石
が
必
要
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
ニ
ス
塗
り
の
ブ
リ
キ
の
中
盆
＝

八
―
一
〇
。
そ
こ
に
は
葉
巻
タ
バ
コ
、
マ
ッ
チ
、
煙
草
を
置
く
の
で
あ
る
。
ト
ル

コ
製
の
軽
い
煙
草
と
重
い
煙
草
、
同
様
の
葉
巻
、
巻
き
タ
バ
コ
。
葉
巻
タ
バ
コ
の

た
め
の
紙
製
か
ブ
リ
キ
製
の
箱
＝
八
―
一
〇
。
文
房
具：

紙
、
さ
ま
ざ
ま
な
封
筒
、

封
蝋
、
ペ
ン

(

鷲
ペ
ン
と
銅
ペ
ン)

、
鉛
筆
、
イ
ン
ク
壺
、
墨
。
こ
れ
ら
の
品
々

は
み
な
、
使
節
団
の
主
要
人
物
の
部
屋
、
当
直
の
た
め
の
日
本
人
官
吏
の
部
屋
、

士
官
の
た
め
の
部
屋
に
あ
る
。

食
事
に
必
要
な
食
材
の
中
で
は
、
日
本
人
は
、
様
々
な
種
類
の
魚
、
特
に
サ
ケ

と
コ
イ

(

サ
ザ
ン)

、
鳥
、
鴨
、
卵
、
米
、
酸
漬
け
キ
ャ
ベ
ツ
、
ピ
ク
ル
ス
、
塩

漬
け
お
よ
び
生
の
大
根
、
キ
ュ
ウ
リ
、
マ
カ
ロ
ニ
、
バ
ー
ミ
セ
リ

(

�)

を
好
ん
だ
。

調
味
料
と
し
て
は
、(

日
本
の)

醤
油
、
酢
、
胡
椒
、
芥
子
、
山
葵
、
玉
葱
、

長
葱
を
好
ん
だ
。

ワ
イ
ン：

赤
ワ
イ
ン
、
シ
ェ
リ
ー
酒
、
シ
ャ
ン
パ
ン
、
マ
ラ
ミ
ン
や
そ
の
他
の

酒
果
実：

蜜
柑
、
葡
萄
、
干
無
花
果
、
林
檎

茶
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
は
お
も
に
黄
色
い
ま
た
は
緑
の
茶
を
飲
む

(

�)』

儀
典
局
で
は
、
宮
廷
に
お
け
る
日
本
使
節
団
の
到
着
お
よ
び
歓
迎
謁
見
の
た
め
の

儀
式
が
編
成
さ
れ
は
じ
め
た
。
こ
の
時
、
多
く
に
つ
い
て
指
針
と
な
っ
た
の
は
、
上

述
の
ヤ
マ
ト
フ
の
覚
書
で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
の
大
部
分
を
こ
こ
で
示
さ
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

『

日
本
に
お
け
る
外
国
使
節
団
の
応
接

１
�
外
国
使
節
が
日
本
の
最
初
の
都
市
に
到
着
し
た
翌
日
、
都
市
の
君
主

(

公)

は
官
員
を
派
遣
し
、
無
事
の
到
着
を
使
節
に
対
し
て
祝
い
、
客
館
と
必
要
な
物
全

て
の
準
備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

２
�
こ
の
と
き
、
使
節
が
首
府
に
い
つ
到
着
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
か
を
確
認
す

る
。

３
�
使
節
が
指
定
し
た
首
府
到
着
の
日
、
通
例

(

最
初
の
都
市
に
つ
い
て
か
ら)

三
日
後
に
、
官
員
が
派
遣
さ
れ
、
使
節
に
割
り
当
て
ら
れ
た
客
館
ま
で
同
道
す
る
。

４
�
使
節
に
向
け
て
通
訳
官
が
派
遣
さ
れ
、
使
節
の
求
め
に
し
た
が
っ
て
食
料
と

必
要
な
物
資
を
購
入
す
る
。

５
�
数
日
後
使
節
は
第
一
大
臣
を
訪
問
し
、
皇
帝
陛
下

(

�)

へ
の
謁
見
を
請
う
。

６
�
大
臣
は
、
官
員
を
通
じ
て
、
使
節
に
皇
帝
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
謁
見
の
た

め
の
日
時
を
告
げ
る

７
�
宮
殿
へ
は
儀
杖
護
衛
隊
が
使
節
に
同
道
し
、
群
衆
が
道
に
入
っ
て
こ
な
い
よ
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う
に
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
使
節
は
侮
辱
を
受
け
た
と
思
う
か
も
知
れ
な
い

か
ら
で
あ
る
。

８
�
宮
殿
の
廷
内
で
は
、
儀
典
長
が
使
節
を
迎
え
、
広
間
へ
と
い
ざ
な
う

９
�
使
節
と
皇
帝
と
の
会
話
の
内
容
は
、
事
前
に
通
訳
官
が
大
臣
に
伝
え
る
。
皇

帝
か
ら
の
返
答
も
ま
た
大
臣
を
経
由
し
て
通
訳
官
に
伝
え
る

10
�
皇
帝
は
、
す
べ
て
の
随
員
と
と
も
に
使
節
を
招
く
。
通
常
カ
ー
テ
ン
で
覆
わ

れ
て
い
る
た
め
、
外
国
使
節
が
こ
の
時
皇
帝
の
尊
顔
を
拝
す
こ
と
は
な
い
。

11
�
会
話
が
終
了
す
る
と
す
ぐ
に
、
使
節
は
次
の
間
に
下
が
り
、
茶
と
菓
子
が
振

る
舞
わ
れ
る

12
�
も
し
も
使
節
に
自
分
の
宮
廷
か
ら
皇
帝
へ
の
贈
答
品
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ

ら
の
品
は
皇
帝
へ
の
謁
見
の
日
の
朝
に
宮
殿
に
送
ら
れ
る
。
品
は
第
一
大
臣
が
受

領
す
る
。

13
�
皇
帝
と
の
会
見
の
あ
と
、
外
国
使
節
は
同
日
、
儀
杖
護
衛
隊
に
連
れ
ら
れ
て
、

た
だ
近
親
の
皇
子
た
ち
の
み
を
表
敬
訪
問
す
る
。

14
�(

よ
く
あ
る
こ
と
だ
が)

皇
帝
が
使
節
を
昼
食
に
招
い
た
場
合
に
は
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
前
も
っ
て
正
式
に
通
告
し
て
お
く
。
た
だ
し
皇
帝
自
身
は
食
事
を

と
ら
ず
、
た
だ
大
臣
た
ち
と
御
側
の
者
た
ち
が
食
事
を
す
る
。

15
�
外
国
使
節
は
、
皇
帝
か
ら
使
節
団
の
任
務
に
か
か
わ
る
最
終
的
な
回
答
が
あ

る
ま
で
は
ど
こ
に
も
出
な
い
。
こ
の
と
き
皇
帝
は
、
使
節
の
君
主
の
た
め
に
、
使

節
に
対
し
て
贈
物
を
わ
た
す
。

16
�
そ
の
後
、
使
節
に
は
都
市
の
名
所
が
示
さ
れ
、
そ
の
時
に
は
官
吏
数
名
が
同

道
し
、
通
訳
官
を
通
じ
て
説
明
す
る
。

17
�
最
後
に
、
皇
帝
は
使
節
に
対
し
て
告
別
の
日
を
定
め
、
こ
の
と
き
使
節
は
最

初
の
会
見
と
同
様
に
、
皇
帝
の
尊
顔
を
拝
す
こ
と
は
な
い
。
ま
た
こ
の
と
き
は
、

皇
帝
は
た
い
て
い
戴
冠
し
て
い
な
い
。
皇
帝
の
名
に
お
い
て
個
人
的
に
使
節
に
贈

物
が
贈
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
使
節
は
近
親
の
皇
子
た
ち
と
の
み
告
別
し
、
や
っ
と

首
府
を
後
に
す
る
の
で
あ
る
。

附
記：

使
節
の
宿
舎
は
つ
ね
に
監
視
下
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

(

�)』

儀
式
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
東
洋
か
ら
の
他
の
外
国
使
節
の
応
接
の
経
験
も
勘

案
さ
れ
た
。
そ
れ
は
一
八
五
五
年
十
二
月
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
来
訪
し
た
ペ
ル
シ
ャ

の
全
権
大
使
の
例
で
あ
っ
た
。
以
下
に
そ
の
大
使
の
謁
見
時
に
つ
い
て
の
案
件
か
ら

の
抜
書
き
を
示
そ
う
。

『

謁
見
の
準
備
が
す
べ
て
整
い
、
皇
帝
陛
下
の
御
命
令
が
受
諾
さ
れ
る
と
、
儀
典

長
は
使
節
を
外
務
省
の
通
訳
官
と
と
も
に
招
じ
入
れ
、
外
務
次
官
の
三
等
文
官
セ

ニ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
が
謁
見
の
間
に
入
っ
た
。
そ
れ
は
黄
金
の
客
間
で
あ
り
、
こ
こ
で

使
節
は
皇
帝
陛
下
に
迎
え
ら
れ
る
幸
福
を
得
て
、
陛
下
に
信
任
状
を
捧
呈
し
た
の

で
あ
る
。

皇
后
陛
下
は
皇
太
子
殿
下
と
と
も
に
、
使
節
接
遇
の
た
め
に
黄
金
の
客
間
に
お

出
ま
し
に
な
り
、
使
節
は
宮
内
大
臣
に
よ
っ
て
、
外
務
省
の
通
訳
官
と
と
も
に
、

前
述
の
客
間
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
陛
下
の
も
と
へ
と
誘
わ
れ
た
。
そ
こ
に
は
謁
見
に

際
し
て
次
の
人
々
が
揃
っ
た=

内
侍
サ
ル
ト
ゥ
コ
ヴ
ァ
公
爵
夫
人
、
女
官
の
ド
ル

ゴ
ル
コ
ヴ
ァ
公
爵
夫
人
お
よ
び
チ
ュ
チ
ェ
ヴ
ァ
公
爵
夫
人
、
宮
内
大
臣
ア
ド
レ
ル

ベ
ル
ク
伯
爵
、
宮
廷
財
務
長
官
シ
ュ
ヴ
ァ
ロ
フ
伯
爵
、
宮
廷
人
事
長
官
オ
ル
ス
フ
ィ

エ
フ
、
儀
典
長
ボ
ル
フ
伯
爵
、
外
務
次
官
セ
ニ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
で
あ
っ
た
。』

当
初
は
、
使
節
団
が
ど
の
よ
う
に

(

陸
路
か
海
路
か)

到
着
す
る
か
、
ま
た
ど
の

宮
殿
で
謁
見
式
を
執
り
行
う
か
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
全
権
の
応
接
に

つ
い
て
儀
式
の
草
案
が
幾
通
り
か
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ

ロ
ー

(
�)
、
ペ
テ
ル
ゴ
フ

(

	)

、
そ
し
て
言
う
ま
で
も
無
く
冬
宮

(


)

に
お
け
る
も
の
だ
っ
た
。
当

初
、
日
本
人
は
鉄
路
で
や
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
を
特
別
列
車

で
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
へ
招
待
し
、
駅
で
は
宮
廷
官
が
出
迎
え
、
そ
の
後
の

短
い
休
息
の
後
、
謁
見
の
た
め
に
宮
殿
へ
案
内
し
、
そ
の
終
わ
り
に
は
、
公
園
を
四

輪
幌
馬
車
と
四
輪
無
蓋
馬
車
で
周
っ
て
使
節
団
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
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ち
な
み
に
、
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
が
ペ
テ
ル
ゴ
フ
の
場
合
も
計
画
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
最
終
的
に
謁
見
の
場
に
選
ば
れ
た
の
は
、
結
局
、
冬
宮
で
あ
っ
た
。

日
本
使
節
団
の
皇
帝
へ
の
謁
見
式
の
最
終
案
は
諸
紙
に
掲
載
さ
れ
た
。
我
々
の
文

書
の
な
か
に
は『
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
新
聞Jo

u
rn

a
l

d
e

S
t.

P
e
te

rs
b

u
rg』

の
一
八
六
二
年
七
月
二
十
六
日
号
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
第
一
面
が
割
か
れ
て
い

る

(

�)

。一
八
六
二
年
七
月
二
十
八
日
、
日
本
使
節
団
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
到
着
し
た
。

そ
こ
か
ら
蒸
汽
船

｢

ス
ト
レ
リ
ナ｣
号
で
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
向
か
い
、

英
国
河
岸
に
着
き
、
こ
こ
で
歓
迎
式
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
宮
廷
式
部
官
に
し

て
四
等
文
官
の
シ
ェ
レ
メ
テ
フ
が
、
日
本
使
節
団
の
先
導
を
命
じ
ら
れ
、
彼
ら
が
ク

ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
到
着
す
る
日
、
使
節
団
員
を
迎
え
る
た
め
に
宮
廷
の
汽
船
で
ク

ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
停
泊
地
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
際
、
自
分
の
補
佐
官
と
日
本
使

節
団
附
き
を
命
じ
ら
れ
た
ア
ジ
ア
局
官
員
と
を
伴
い
、
使
節
と
と
も
に
サ
ン
ク
ト
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。

使
節
と
そ
の
随
員
の
た
め
の
、
従
僕
が
附
き
添
う
ば
ね
付
四
輪
箱
馬
車
、
使
節
団

の
従
者
の
た
め
の
四
輪
乗
用
馬
車
と
荷
を
運
ぶ
た
め
の
有
蓋
荷
馬
車
が
あ
ら
か
じ
め

桟
橋
に
到
着
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
歩
兵
中
隊
一
隊
が
敬
意
を
払
う
た
め
に
旗
と
軍

楽
つ
き
で
配
備
さ
れ
、
騎
兵
中
隊
と
憲
兵
部
隊
が
同
道
す
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
た
。

使
節
団
を
迎
え
た
の
は
、
指
令
を
受
け
た
警
察
本
署
長
、
練
兵
少
佐
、
軍
務
総
督
の

副
官
、
外
務
省
官
員
と
海
軍
関
係
官
庁
官
員
で
あ
っ
た
。
使
節
と
随
員
は
馬
車
に
乗

り
、
馬
車
の
列
は
次
の
順
で
出
発
し
た
。

１
�
伝
令
将
校
を
従
え
た
警
察
署
長
が
騎
馬
で

２
�
副
官
お
よ
び
伝
令
将
校
を
従
え
た
警
察
本
署
長
お
よ
び
練
兵
少
佐
が
騎
馬
で

３
�
士
官
と
騎
兵
小
隊

４
�
四
頭
立
て
四
座
の
馬
車
が
六
台
。
そ
の
中
に
は
式
部
補
佐
官=

ア
バ
ザ
お
よ
び

ゴ
ル
ブ
ツ
ォ
フ
、
ア
ジ
ア
局
官
員
ヤ
マ
ト
フ
、
日
本
使
節
団
下
級
医
師=

川
崎
道
民
、

日
本
使
節
団
の
書
記
二
名=

箕
作
秋
坪
お
よ
び
松
木
弘
安
、
通
訳
官
二
名=

太
田
源

三
郎
お
よ
び
福
澤
諭
吉
、
通
訳
官
二
名=

立
廣
作
お
よ
び
福
地
源
一
郎
、
下
級
士
官

=

山
田
八
郎
・
高
松
彦
三
郎
・
齊
藤
大
之
進
・
森
鉢
太
郎
・
上
田
友
助
・
益
頭
駿
次

郎
、
上
級
医
師=

高
島
祐
啓
、
上
級
将
校=

岡
崎
藤
左
衛
門
・
道
綱
楽
太
郎
・
福
田

作
太
郎
・
日
高
圭
三
郎
、
監
察
官=

柴
田
貞
太
郎
、
ア
ジ
ア
局
官
員
二
名=

七
等
文

官
エ
ッ
セ
ン
お
よ
び
五
等
文
官
タ
タ
リ
ノ
フ
が
乗
車
し
た
。

５
�
士
官
と
騎
兵
小
隊

６
�
六
頭
立
て
四
座
の
馬
車
が
二
台
。
こ
こ
に
は
副
使
二
名=

京
極
能
登
守
お
よ
び

松
平
石
見
守
、
儀
典
局
長
の
四
等
文
官
ク
ド
ゥ
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
、
日
本
使
節
団
正
使

竹
内
下
野
守
、
そ
の
向
か
い
に
は
先
導
役
の
式
部
官
シ
ェ
レ
メ
テ
フ
が
座
っ
た
。
馬

車
の
近
く
に
は
騎
兵
中
隊
の
司
令
が
、
ま
た
脇
に
は
宮
廷
馬
丁
と
馬
屋
主
任
将
校
二

名
が
騎
馬
で
附
い
て
い
た
。

７
�
士
官
と
騎
兵
小
隊
二
隊
が
車
列
の
殿
と
な
っ
た
。

車
列
は
蒸
気
船
の
波
止
場
か
ら
英
国
河
岸
を
通
り
、
イ
サ
ク
広
場
、
海
軍
省
前
広

場
を
通
り
、
冬
宮
の
そ
ば
を
過
ぎ
、
宮
殿
河
岸
沿
い
に
予
備
宮
殿
へ
と
進
ん
だ
。
そ

の
周
辺
に
は
、
到
着
の
日
、
使
節
団
に
敬
意
を
表
す
る
た
め
に
歩
兵
中
隊
一
隊
か
ら

儀
杖
兵
が
旗
と
軍
楽
と
と
も
に
配
備
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
入
口
に
は
、
使
節
が
サ
ン

ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
滞
在
中
は
、
二
名
の
歩
哨
が
常
に
附
く
よ
う
命
じ
ら
れ
て

い
た
。

到
着
後
四
日
経
っ
た
七
月
三
十
一
日
の
正
午
、
冬
宮
内
の
大
公
女
オ
リ
ガ
・
ニ
コ

ラ
エ
ヴ
ナ
の
部
屋
で
、
宮
内
大
臣
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
が
使
節
団
員
を
応
接
し
た
。

彼
ら
は
ネ
ヴ
ァ
河
側
か
ら

｢

小
玄
関｣

に
到
着
し
、
茶
の
席
で
大
臣
に
引
き
合
わ
さ

れ
、
そ
の
後
副
宰
相

(

�)

と
の
面
会
に
赴
い
た
。

八
月
二
日
木
曜
日
、
十
二
―
十
三
時
の
間
に
宮
廷
か
ら
の
通
達
に
し
た
が
っ
て
、

冬
宮
に
お
け
る
使
節
団
歓
迎
の
謁
見
に
際
し
て
、
女
性
と
男
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち

や

｢

そ
の
他
の
男
女
が
廷
内
に
到
着
し
、｣

集
ま
っ
た
。
ま
た
将
軍
、
参
謀
、
近
衛
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尉
官
ら
も
し
か
り
で
あ
っ
た
。
女
性
は
ロ
シ
ア
式
装
束
で
、
男
性
は
正
装
し
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
の
間
に
集
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
陛
下
の
お
出
ま
し
ま
で
に
予
め
聖
ゲ
オ

ル
ギ
ー
の

(

玉
座
の)

間
へ
移
っ
て
お
く
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
ま
で
に
日
本
使
節
団
は
予
備
宮
殿
か
ら
、
式
部
官
と
そ
の
補
佐
官
ら
の

招
請
に
よ
り
、
金
色
に
塗
っ
た
行
列
用
馬
車
で
出
発
し
、
そ
の
後
ろ
に
は
礼
装
を
し

た
宮
廷
従
僕
が
付
い
た
。
使
節
団
は
宮
殿
河
岸
を
通
り
、
冬
宮
の
そ
ば
を
過
ぎ
、
廷

内
に
向
か
う

｢

大
使｣

口
へ
と
、
次
の
順
序

(

式
次
第)

で
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

｢

四
頭
立
て
四
座
の
馬
車
。
そ
こ
に
二
名
の
式
部
補
佐
官
と
二
名
の
ア
ジ
ア
局
通

訳
官
が
乗
る
。

四
頭
立
て
四
座
の
馬
車
。
そ
こ
に
日
本
使
節
団
員
二
名
、
高
松
彦
三
郎
お
よ
び

森
鉢
太
郎
が
乗
る
。

四
頭
立
て
四
座
の
馬
車
。
そ
こ
に
日
本
使
節
団
員
二
名
、
道
綱
楽
太
郎
お
よ
び

上
田
友
助
が
乗
る
。

四
頭
立
て
四
座
の
馬
車
。
そ
こ
に
は
、
財
政
顧
問
日
高
圭
三
郎
と
監
察
次
席
福

田
作
太
郎
が
乗
る
。

四
頭
立
て
四
座
の
馬
車
。
そ
こ
に
は
、
書
記
官
森
山
太
吉
郎
と
随
員
長
柴
田
貞

太
郎
が
乗
る

(

�)

。

六
頭
立
て
四
座
の
馬
車
。
そ
こ
に
は
、
副
使
松
平
石
見
守
お
よ
び
京
極
能
登
守
、

儀
典
局
長
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
が
乗
る
。
馬
車
の
扉
に
は
馬
屋
主
任
将
校
が
騎
馬

で
附
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

六
頭
立
て
四
座
の
馬
車
。
そ
こ
に
は
、
ま
ず
上
座
を
正
使
竹
内
下
野
守
が
占
め
、

そ
の
向
か
い
に
先
導
役
の
式
部
官
シ
ェ
レ
メ
テ
フ
が
座
る
。
馬
車
の
扉
に
は
馬
屋

主
任
将
校
が
騎
馬
で
付
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

騎
乗
砲
兵
四
名
が
騎
馬
で

(

�)｣

宮
廷
の
廷
内
に
入
る
と
き
、
中
央
衛
兵
所
の
歩
哨
は
彼
ら
に
敬
礼
を
行
っ
た
。

｢

大
使｣

口
で
は
次
の
人
々
が
堵
列
し
た
。
階
下
で
は
狙
撃
兵
が
、
廊
下
と
階
段
に

( ) 一八六二年における日本使節団のペテルブルク来訪について (ソコロフ)181

21：正面階段 48：聖ゲオルギーの間 50：紋章の間 51：アレクサンドルの間

56：黄金の客間 63：コンサート・ホールの間 65：ニコライの間

(http://www.hermitagemuseum.org/html_Ru/08/hm88_0_1.html)



は
従
僕
が
、
中
の
踊
り
場
で
は
宮
廷
従
僕
が
、
上
の
踊
り
場
で
は
正
装
し
た
給
仕
た

ち
が
並
ん
だ
の
で
あ
る
。
使
節
ら
が
馬
車
を
降
り
る
と
き
、
彼
ら
は
先
触
れ
二
名
と

宮
廷
八
等
官
二
名
に
迎
え
ら
れ
、
正
面
玄
関
の
階
段
を
昇
り
始
め
た
。
上
の
踊
り
場

で
は
、
宮
廷
六
等
官
二
名
お
よ
び
下
級
侍
従
ゴ
ル
プ
ツ
ォ
フ
に
迎
え
ら
れ
た
。

行
列
は
、
控
え
の
間
へ
と
続
き
、
そ
こ
で
は
使
節
団
は
禁
衛
歩
兵
中
隊
の
敬
礼
を

受
け
た
。
ニ
コ
ラ
イ
の
間
に
お
い
て
は
、
日
本
人
は
式
部
官
チ
ェ
リ
シ
ェ
フ
、
ア
ジ

ア
局
局
長
、
宮
廷
財
務
官
、
宮
廷
人
事
官
ス
テ
ン
ボ
ク
伯
爵
に
迎
え
ら
れ
た
。
相
互

に
挨
拶
を
交
わ
し
た
後
、
使
節
団
は
準
備
の
整
っ
た
二
つ
の
円
卓
へ
饗
応
の
た
め
案

内
さ
れ
た
。
一
つ
の
卓
に
は
食
器
が
十
二
揃
い
用
意
さ
れ
、
暗
赤
色
の
ビ
ロ
ー
ド
の

張
ら
れ
た
長
椅
子
と
そ
の
脇
に
十
二
脚
の
椅
子
が
置
か
れ
た
。
卓
は
金
の
装
飾
の
施

さ
れ
た
ビ
ロ
ー
ド
の
卓
布
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
二
番
目
の
卓
に
は
八
人
が
座
る
よ
う

準
備
さ
れ
た
。
茶
、
菓
子
、
青
果
、
干
し
果
物
、
焼
き
菓
子
や
そ
の
他
の
甘
味
が
供

さ
れ
た
。

饗
応
の
後
、
使
節
団
は
、
休
息
を
取
っ
た
り
着
替
え
た
り
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ン

サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
の
間
に
通
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
使
節
と
そ
の
顧
問
官
の
た
め
に
四

つ
の
長
椅
子
と
四
つ
の
鏡
が
置
か
れ
、
お
互
い
が
衝
立
で
区
切
ら
れ
、
角
に
は
士
官

の
た
め
に
衝
立
と
椅
子
が
置
か
れ
た
。

ち
ょ
う
ど
十
三
時
に
皇
帝
の
命
に
従
っ
て
、
使
節
団
員
は
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ー
の
間
に

進
ん
だ
。
先
触
れ
二
名
、
宮
廷
八
等
官
二
名
、
宮
廷
六
等
官
二
名
、
下
級
侍
従
、
式

部
官
と
そ
の
補
佐
官
が
彼
ら
に
先
行
し
た
。
日
本
使
節
団
の
書
記
官
が
信
任
状
を
収

め
た
書
翰
箱
を
掲
げ
て
、
そ
の
後
に
続
い
た
。

日
本
使
節
団
の
移
動
の
と
き
に
、
皇
帝
、
皇
后
、
お
よ
び
ア
レ
ク
セ
イ
・
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
、
マ
リ
ア
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ナ
、
ニ
コ
ラ
イ
・
コ
ン
ス
タ
ン

チ
ノ
ヴ
ィ
チ
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ナ
、

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ナ
ら
の
大
公
た
ち
は
内
廷
の
居
室
か
ら
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ー

の
間
に
進
ん
で
い
た
。
玉
座
の
前
の
下
段
に
は
、
左
側
に
皇
帝
、
右
側
に
皇
后
が
座

を
占
め
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
左
側
に
は
、
大

公
た
ち
、
続
い
て
宮
内
大
臣
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
ク

伯
爵
、
副
宰
相
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵
、
陸
軍
大

臣
、
大
本
営
参
謀
、
外
務
次
官
、
ア
ジ
ア
局
長
、

当
直
侍
従
武
官
長
、
侍
従
武
官
少
将
、
侍
従
武

官
が
位
置
し
た
。
右
側
に
は
、
内
侍
、
宮
廷
侍

女
、
宮
廷
人
事
女
官
、
市
の
当
直
侍
女
、
宮
廷

の
上
級
官
＝
宮
廷
財
務
長
官
シ
ュ
ヴ
ァ
ロ
フ
伯

爵
お
よ
び
宮
廷
人
事
長
官
ヴ
ィ
エ
リ
ゴ
ル
ス
キ
ー

伯
爵
、
当
直
官
＝
上
級
侍
従
コ
ル
フ
男
爵
、
下

級
侍
従
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
伯
爵
、
近
従
た
ち
が
位

置
し
た
。
部
屋
の
中
ほ
ど
に
は
、
禁
衛
歩
兵
の

中
隊
が
配
備
さ
れ
堵
列
し
た
。
そ
の
後
ろ
に
は
、

左
側
の
円
柱
の
前
に
、
国
家
評
議
会
の
議
員
た

ち
、
宮
内
官
、
元
老
院
議
員
、
皇
帝
侍
従
武
官

団
、
近
衛
部
隊
将
軍
、
佐
官
、
尉
官
が
位
置
し
、

右
側
に
は
、
市
の
女
官
た
ち
、
宮
廷
官
、
上
級

お
よ
び
下
級
侍
従
、
そ
の
他
の
文
官
た
ち
、
近

衛
部
隊
の
佐
官
と
尉
官
が
位
置
に
就
い
た
。

聖
ゲ
オ
ル
ギ
ー
の
間
に
入
る
と
き
、
日
本
使

節
団
は
両
陛
下
と
大
公
ら
に
頭
を
下
げ
て
挨
拶

し
、
部
屋
の
中
ほ
ど
ま
で
来
る
と
再
度
自
分
た

ち
の
挨
拶
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
後
、
式
部
官

と
使
節
の
先
導
者
が
、
皇
帝
へ
の
謁
見
の
た
め

に
玉
座
に
近
づ
く
よ
う
二
名
の
使
節
と
監
察
官

に
求
め
た
。
そ
の
他
の
団
員
は
部
屋
の
中
ほ
ど
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に
留
ま
っ
た
。
正
使
は

(

自
分
の
言
語
で)

皇
族
方
の
御
前
に
て
日
本
の
皇
帝

(

�)

か
ら

の
信
任
状
を
読
み
上
げ
、
そ
れ
を
通
訳
官
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
し
、
そ
の
後
、
外
務
省

官
員
が
ロ
シ
ア
語
に
す
る
の
で
あ
る
。

信
任
状
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

(

�)

。｢

皇
帝
陛
下
。
大
君
陛
下
の
命

を
遂
行
し
て
、
我
々
は
本
日
皇
帝
陛
下
に
拝
謁
す
る
名
誉
を
授
か
り
ま
し
た
。
条
約

締
結
以
来
、
両
国
の
関
係
は
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
大

君
は
、
親
書
を
届
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
誠
実
の
情
を
証
明
し
、
条
約
に
記
さ

れ
て
い
る
信
頼
を
復
す
る
こ
と
を
我
々
に
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
我
々
は
、

陛
下
の
平
穏
と
陛
下
の
臣
民
の
幸
福
と
繁
栄
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す

(

�)｣

。
皇
帝
の

命
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
信
任
状
は
副
宰
相
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵
が
頂
戴
し
、
彼
が

(

ロ
シ
ア
語
で)

日
本
皇
帝
へ
の
答
辞
を
読
み
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
次

の
通
り
で
あ
っ
た
。｢

格
別
な
る
満
足
を
以
っ
て
、
大
君
陛
下
の
代
理
人
に
挨
拶
す

る
。
ロ
シ
ア
と
日
本
の
関
係
は
つ
ね
に
友
好
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
両
帝
国
が
隣
り

合
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
共
通
の
関
心
は
、
現
存
す
る
関
係
が
継
続

し
強
化
さ
れ
る
こ
と
の
保
証
と
な
る
。
朕
は
、
使
節
派
遣
に
よ
り
示
さ
れ
た
大
君
の

友
好
と
、
汝
ら
の
助
け
に
よ
り
表
さ
れ
た
大
君
陛
下
の
友
誼
の
情
と
を
重
ん
じ
る
。

願
わ
く
は
、
我
が
首
府
に
お
け
る
汝
等
の
滞
在
が
、
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
へ
の
無
上
の

好
意
の
内
に
汝
ら
を
も
満
足
せ
し
め
ん
こ
と
を

(

�)｣

。

そ
の
後
、
外
務
省
官
員
が
こ
の
答
辞
を
オ
ラ
ン
ダ
語
で
読
み
上
げ
、
正
使
は
こ
れ

を
拝
受
し
、
通
訳
官
が
日
本
語
に
訳
し
た
の
で
あ
る
。

信
任
状
の
交
換
の
の
ち
、
日
本
の
使
節
は
随
員
を
両
陛
下
に
披
露
し
、
そ
の
後
、

振
り
向
く
こ
と
な
く
玉
座
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
皇
族
方
に
自
分
た
ち
の
や
り
方
で
お

辞
儀
を
し
、
部
屋
の
扉
の
所
で
挨
拶
を
し
、
紋
章
の
間
へ
と
下
が
っ
た
。
使
節
団
は

こ
こ
に
留
ま
り
、
正
使
は
副
宰
相
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵
と
会
談
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

謁
見
に
い
た
る
ま
で
と
同
様
の
作
法
に
従
っ
て
、
使
節
は
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
の

間
に
進
み
、
再
び
召
物
を
替
え
、
ニ
コ
ラ
イ
の
間
に
戻
り
、
同
じ
卓
に
招
じ
ら
れ
、

再
度
茶
と
様
々
な
果
物
、
甘
味
を
振
る
舞
わ
れ
た
。
使
節
団
へ
の
饗
応
の
際
は
、
宮

廷
財
務
長
官
が
臨
席
し
、
彼
等
と
会
話
を
共
に
し
た
。
謁
見
が
終
わ
り
、
十
三
時
半

に
な
る
と
、
使
節
団
は

｢

大
使｣

口
に
案
内
さ
れ
、
祝
典
用
の
馬
車
に
乗
っ
て
日
本

人
一
行
は
予
備
宮
殿
に
戻
っ
た
の
で
あ
っ
た

(

�)

。

翌
八
月
三
日
、
十
四
時
に
日
本
使
節
団
は

｢

ヨ
ル
ダ
ン
川｣

口
に
到
着
し
、
こ
こ

か
ら
宮
殿
の
各
部
屋
へ
と

｢

見
学
の
た
め
に｣

進
ん
だ
。
彼
等
は
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

の
パ
ビ
リ
オ
ン
と
国
家
評
議
会
の
建
物
を
訪
れ
た
。

同
日
、
お
も
な
使
節
団
員
と
監
察
官
は
宮
廷
財
務
長
官
を
訪
問
し
た
が
、
彼
の
不

在
の
た
め
に
応
接
を
受
け
な
か
っ
た

(

こ
の
日
、
長
官
は
皇
后
を
ク
ラ
ー
ス
ノ
エ
・

セ
ロ
ー

(

�)

に
送
っ
て
行
っ
た
の
だ
っ
た)

。

日
本
人
は
日
本
の
国
家
評
議
会

(

�)

か
ら
ロ
シ
ア
皇
帝
へ
の
贈
物
を
詰
め
た
十
四
の
箱

を
運
ん
で
い
た
が
、
文
書
中
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
あ
る
理
由
に
よ
っ
て
ロ
ン

ド
ン
の
税
関
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
品
を
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

に
運
ん
だ
の
は
日
本
人
で
な
く
、
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
シ
ア
公
使
館
員
自
身
で
あ
っ
た
こ

と
を
記
し
て
お
く
の
も
な
か
な
か
興
味
深
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
箱
の
中
身
に
つ
い
て

は
、
ご
く
わ
ず
か
の
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。
日
本
か
ら
の
贈
物
の
中
に
、
絹
の
モ
ー

ル
と
総
の
付
い
た
錦
の
幕
が
あ
り
、
そ
れ
が
冬
宮
に
配
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
文
書
史
料
が
た
だ
一
件
有
る
の
み
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
側
も
、
使
節
団
員
お
よ
び
日
本
皇
帝
と
議
会
へ
の
贈
物
の
準
備
に
は
苦
労

し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
多
く
の
文
書
が
あ
り
、
そ
れ
ら
か
ら
、
贈
物
は
入
念

か
つ
誠
実
に
選
び
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
最
大
限
は
っ
き
り
と
我
国

の
文
化
的
、
産
業
的
、
科
学
的
発
展
の
成
果
を
示
し
、
か
つ
ロ
シ
ア
の
国
民
の
形
質

お
よ
び
国
民
性
の
特
質
を
露
わ
に
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
領
域
に
つ
い
て
の
明
確
な
理

解
を
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
日
本
人
に
は
糸
が
贈
ら
れ
、
特
に
皇
帝

に
宛
て
て
は
、
二
塊
の
金
襴
銀
襴
、
二
塊
の
金
銀
錦
、
二
反
の
青
お
よ
び
深
紅
の
ビ

ロ
ー
ド
が
贈
ら
れ
た
。
糸
は
使
節
団
員
に
も
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
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れ
ら
の
す
べ
て
が
国
産
で
は
な
か
っ
た

(

た
だ
金
襴
と
錦
と
毛
糸
の
み
で
あ
っ
た)

。

と
い
う
の
も
、
相
応
し
い
質
の
ビ
ロ
ー
ド
と
絹
は
、
当
時
は
外
国
産
の
み
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
帝
室
磁
器
工
場
お
よ
び
ガ
ラ
ス
工
場
の
製
品
＝
花
瓶
、
卓
時
計
、
食

器
、
水
差
し
、
グ
ラ
ス
、
枝
付
き
燭
台
、
鏡
な
ど
＝
が
贈
ら
れ
た
。
陸
海
軍
省
か
ら

は
た
く
さ
ん
の
地
図
、
地
図
帳
、
都
市
図
が
、
陸
地

(

ロ
シ
ア
と
カ
フ
カ
ス
の
地
図
、

陸
水
路
図
、
ロ
シ
ア
と
カ
フ
カ
ス
の
電
信
線
図
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
お
よ

び
モ
ス
ク
ワ
お
よ
び
北
京
の
都
市
図)

の
み
な
ら
ず
海
上
の
も
の(

バ
ル
ト
海
、
ラ
ッ

プ
ラ
ン
ド
海

(

�)

、
白
海
、
黒
海
、
カ
ス
ピ
海)

も
日
本
皇
帝
に
贈
ら
れ
た
。
測
量
機
器

(

平
板
、
ア
ス
ト
ロ
ラ
ー
ベ
、
測
角
器
、
製
図
用
具
一
式
、B

urk'er

の
羅
針
盤
、

歩
数
計)

を
贈
り
、
加
え
て
、
機
器
の
使
用
法
に
つ
い
て
客
人
に
説
明
す
る
必
要
が

生
じ
た
場
合
に
備
え
て
、
地
形
測
量
技
師
の
一
団
を
派
遣
す
る
よ
う
事
前
に
命
じ
て

い
た
。
同
様
に
、
航
海
器
具
も
贈
ら
れ
た
。
航
海
用
羅
針
盤
、
大
方
位
コ
ン
パ
ス
、

搭
載
ボ
ー
ト
用
の
羅
針
盤
、
海
上
気
圧
計
、
土
壌
を
す
く
え
る
よ
う
な
深
皿
付
き
測

鉛
、
水
準
器
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
器
具
の
う
ち
の
幾
つ
か
は
、
一
八
六
二
年
の
ロ

ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
も
の
だ
っ
た
。

日
本
皇
帝
へ
は
、
二
本
の
サ
ー
ベ
ル
、
一
万
個
の
雷
管
を
付
し
た
銃
二
丁
、
双
甲

板
船
の
模
型
、
地
図
、
軍
艦
の
模
型
、
す
な
わ
ち
砲
艦

｢

ニ
コ
ラ
イ
一
世
皇
帝｣

号
、

コ
ル
ベ
ッ
ト
船

｢

ワ
リ
ャ
ー
ク｣

号
、｢

ヴ
ィ
ー
テ
ャ
ジ｣

号
、｢

ア
ス
コ
ル
ド｣
号
、

ク
リ
ッ
パ
ー
船
の

｢

金
剛A

lm
a

z｣

号
と

｢

真
珠Z

h
e
m

c
h

u
g｣

号
の
模
型
も
ま

た
贈
呈
さ
れ
た
。

お
そ
ら
く
、
日
本
人
に
は
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
民
族
の
形
質
と
ロ
シ
ア
の
軍
備
を
示

す
よ
う
な
小
彫
像
が
贈
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
芸
術
院
会
員
コ
フ
シ
ェ
ン
コ

フ
の
彫
刻
作
品
で
あ
り
、
か
つ
て
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
場
面
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い

た
。
作
品
の
選
択
は
皇
帝
に
任
さ
れ
て
い
た
が
、
作
品
の
リ
ス
ト
は
、
我
々
の
文
書

史
料
の
一
つ
を
成
し
て
い
る
。
作
品
の
一
部
に
は
、
向
か
い
合
わ
せ
に
注
記
が
施
し

て
あ
る

(

こ
れ
は

｢

バ
ム
・
カ
ド
ゥ
ク
・
ラ
ルB

a
m

K
a

d
y
k

L
a

r

に
お
け
る
ロ

シ
ア
兵
の
功
績｣

の
作
品
群
、｢

ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
下
士
官
の
功
績｣

の
作
品
群
、

｢

皇
帝
御
家
族
の
狙
撃
兵
連
隊
の
兵
卒｣)

。
し
か
し
、
我
々
は
こ
れ
ら
が
本
当
に
贈

ら
れ
た
の
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
う
い
う
の
も
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
会
計
報
告
書
が
無
い
、
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
存
在
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
コ
フ
シ
ェ
ン
コ
フ
は
そ
れ
ら
を
完
全
に
無
償
で
提
供
し
た
の
で
あ
っ
た
。

使
節
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
、
何
か
し
ら
の
記
念
品
を
拝
領
し
た
。
使
節
と
随
員
長
に

は
黄
玉
製
の
印
判
、
書
記
官
に
は
孔
雀
石
の
イ
ン
ク
壷
、
士
官
に
は
ガ
ラ
ス
の
水
差

し
で
あ
っ
た
。
贈
物
は
、
御
つ
き
の
者
た
ち
に
さ
え
も
そ
れ
ぞ
れ
一
反
の
更
紗
と
モ

ロ
ッ
コ
皮
二
枚
が
送
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
で
総
額
七
六
三
ル
ー
ブ
ル
に
達
し
た
。

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
お
け
る
滞
在
期
間
中
、
日
本
全
権
使
節
団
は
ロ
シ

ア
の
首
都
お
よ
び
郊
外
の
様
々
な
名
所
を
参
観
し
た
。
こ
の
た
め
に
、
三
台
の
馬
車

と
四
人
掛
け
四
輪
幌
馬
車
が
供
さ
れ
た
。
日
本
使
節
団
の
周
遊
の
た
め
に
三
九
一
四

ル
ー
ブ
ル
が
費
や
さ
れ
た
。

当
初
、
冬
宮
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
博
物
館
、
公
共
図
書
館

(

�)

、

鉱
山
学
校
博
物
館
、
陸
軍
病
院
す
な
わ
ち
マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー
病
院
、
医
科
外
科
学
校

の
治
療
室
、
美
術
大
学
、
造
兵
廠
と
そ
の
機
械
工
場
、
工
科
学
校
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
と
そ
の
機
械
工
場
、
プ
ル
コ
ヴ
ォ
観
測
所
、(｢

蒸
気
機
関
の｣)

コ
ル
ピ
ノ
工
場
、

ペ
テ
ル
ゴ
フ
、
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
、
ク
ラ
ー
ス
ノ
エ
・
セ
ロ
ー
、
ガ
ッ
チ

ナ

(

�)

、
植
物
園
、
工
兵
学
校
、
海
軍
兵
学
校
、
セ
ス
ト
ロ
エ
ツ
キ
ー
武
器
工
場
、
交
通

学
校
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
連
隊
第
一
中
隊
兵
舎
を
日
本
人
に
見
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た

(

�)

。

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
使
節
は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
訪
れ
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
一
部
は
修
復
中
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

セ
ス
ト
ロ
エ
ツ
キ
ー
武
器
工
場
、
工
科
学
校
で
は
十
月
よ
り
前
に
は
ど
う
に
も
修
復

が
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
海
軍
兵
学
校
も
、
見
学
す
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
な
状
況
に

あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
生
徒
と
大
部
分
の
将
校
と
は
、
あ
る
者
は
休
暇
中
で
、
ま
た
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あ
る
者
た
ち
は
海
上
に
出
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
臨
席
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
々
が
誰
も
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
学
校
の
建
物
は
ま
だ

塗
装
が
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

(

�)

。

八
月
九
日
、
使
節
団
の
団
員
は
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
要
塞
と
そ
の
冠
塞
、
造
幣

所
の
見
学
に
招
か
れ
た
。
八
月
十
一
日
に
は
プ
ル
コ
ヴ
ォ
観
測
所
を
、
十
三
日
に
は

造
兵
廠
と
大
砲
鋳
造
工
場
を
見
学
し
た
。
次
の
日
、
使
節
は
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
キ
ー

工
兵
学
校
を
訪
れ
、
十
六
日
に
は
コ
ル
ピ
ノ
の
工
場
群
を
訪
ね
た
。
十
八
日
に
日
本

使
節
団
の
士
官
た
ち
は
造
船
部
門
次
長
を
伴
っ
て
海
軍
工
廠
を
訪
問
し
た
。
そ
れ
以

外
に
、
彼
ら
は
林
業
大
学
の
博
物
館
と
附
属
聾
唖
学
校
へ
行
く
希
望
を
示
し
た

(

八

月
二
十
日)

。
二
十
四
日
に
彼
ら
は
海
路
を
国
有
汽
船
に
乗
り
ペ
テ
ル
ゴ
フ
へ
赴
い

た

(

�)

。次
の
日
、
公
共
図
書
館
を
見
学
し
た
。
同
日
彼
ら
に
四
つ
の
銀
メ
ダ
ル
と
一
つ
の

金
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
の
戴
冠
を
記
念
す
る
も
の

だ
っ
た
。
八
月
二
十
八
日
に
、
数
名
の
士
官
が
養
育
院
を
訪
れ
た

(

大
学
も
見
学
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な
文
書
史
料
は
無
い)

。
次
の
朝
十

時
に
全
権
使
節
ら
は
蒸
気
船
で
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ
行
っ
た
。
上
に
挙
げ
た
場
所

以
外
に
、
日
本
人
は
、
植
物
園
、
島
々
、
ク
ラ
ー
ス
ノ
エ
・
セ
ロ
ー
、
ツ
ァ
ー
ル
ス

コ
エ
・
セ
ロ
ー
、
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク

(

�)

に
赴
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

(

	)

。

九
月
二
日
日
曜
日
に
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
に
お
い
て
日
本
使
節
団
の
告
別

の
謁
見
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
彼
ら
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
方
面
鉄
道
に
乗
っ
て
帰
途
に
着

い
た
。
国
境
ま
で
宮
廷
財
務
長
官
の
シ
ェ
レ
メ
テ
フ
が
彼
ら
に
付
き
添
っ
た
。

[

原
註]
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そ
の
他
の
文
書
史
料
中
で
は
、
柴
田
貞
太
郎
は
、(

ロ
シ
ア
語
の
リ
ス
ト
の
中
で
は)

州
の
副
知
事
か
使
節
団
の
主
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官
の
任
に
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あ
る
い
は

(
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語
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る
。
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[

訳
註]

(

１)

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
を
示
す
略
号
で
あ
る
。

(

２)
｢

オ
ー
デ
ィ
ン｣

号

(

３)

オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
作
成
の
名
簿
等
に
基
づ
い
て
、
宮
永
孝

『

文
久
二
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
報
告』

(

新
潮
選
書)

、
新
潮
社
、
一
九
八
九
年
、
一
四
―
一
六
頁
に
示
さ
れ
た
職

名
は

｢

目
付｣

で
あ
る
。
以
下
同
様
に
補
足
す
る
。

(

４)

副
使

(

５)

組
頭

(
６)

調
役
格
通
弁
御
用
頭
取

(
７)

徒
目
付

(

８)
調
役
並

(

９)
同
右

(

10)

勘
定
役

(

11)

勘
定
格
調
役

(

12)

小
人
目
付
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(
13)

同
右

(

14)
同
心

(

15)

定
役

(

16)

定
役
元
〆

(

17)

普
請
役

(

18)

医
師

(

19)

医
師

(

佐
賀
藩
医)

(

20)

以
下
四
名
は

｢

通
詞｣
。
福
澤
は
中
津
藩
士
。

(

21)

翻
訳
方
兼
医
師

(

津
山
藩
士)

(

22)

同
右

(

薩
摩
藩
士
、
後
の
寺
島
宗
則)

(

23)
D
vortsovyi

zapasnyi
dom

も
し
く
はZ

apasnyi
dvorets

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

山
口
一
夫

『

福
澤
諭
吉
の
西
航
巡
歴』
福
澤
諭
吉
協
会
、
一
九
八
〇
年
、
二
七
四
頁

に
よ
れ
ば
、
使
節
の
宿
舎
は

｢

大
理
石
宮
殿｣
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
同
頁
に
示
さ

れ
た
松
木
弘
安
書
翰
中
の

｢

レ
セ
ル
フ
ヱ
ハ
レ
ー
ス
に
て｣

も
お
そ
ら
く
は

R
eserve

paleis
(

蘭
語)

を
指
し
て
お
り
、｢

予
備
宮
殿｣

を
表
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

(

24)

一
七
七
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
が
建
て
た
旅
館
。

(

25)

ヴ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
・
ヨ
シ
フ
ォ
ヴ
ィ
チ
・
ヤ
マ
ト
フ
。
橘
耕
斎
の
こ
と
。

(

26)

一
ア
ル
シ
ン
は
約
七
一
㎝

(

27)

約
一
二
・
三
㍑

(

28)

麺
の
一
種
。

(

29)

お
そ
ら
く
徳
川
将
軍
を
指
す
。
以
下
同
様
。

(

30)

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
の
離
宮
が
あ
る
。

(

31)

現
在
の
ペ
ト
ロ
ド
ゥ
ヴ
ァ
レ
ツ
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
の
夏
の
宮
殿
が
設
け
ら
れ
た
。

(

32)

現
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
一
部

(

33)

外
交
に
携
わ
っ
て
い
た
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
を
指
す
。

(

34)

実
際
に
は
徳
川
将
軍
を
指
し
て
い
る
。

(

35)
[

宮
永
一
九
八
九

六
二]

に
は
、
同
使
節
団
の
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
へ
の
挨
拶
と
し
て

｢

今
般
某
大
君
の
大
切
な
る
使
命
を
蒙
り
殿
下
に
拝
謁
す
抑
往
歳
結
盟
已
来
両
国
の
交

誼
愈
篤
故
今
某
等
を
し
て
其
親
書
を
贈
ら
れ
其
誠
意
を
表
し
猶
更
旧
約
を
固
く
せ
し

む
偏
に
殿
下
の
安
寧
国
民
之
幸
福
を
冀
ふ
且
貴
国
の
軍
艦
を
以
使
臣
等
を
送
迎
せ
ら

る
る
段
好
意
満
足
之
至
并
に
謹
言｣

と
の
引
用
が
あ
る
。

(

36)

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
か
ら
西
南
二
五
キ
ロ
に
位
置
す
る
。

(

37)

幕
府
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

(

38)

バ
レ
ン
ツ
海

(

39)

現
サ
ル
テ
ィ
コ
フ
・
シ
チ
ェ
ド
リ
ン
名
称
図
書
館

(

40)

パ
ヴ
ェ
ル
一
世
の
離
宮

(

41)

同
右

(

翻
訳：

野
田

仁)
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